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者、発行年月、雑誌名、巻、ページが記載されていること。
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成果の概要

(必要に応じてページを加えて下さい。)
本年度は、主に局部銀河群における LMC の化学力学進化を、GRAPE5 を用いて詳細に調べ

あげた。得られた結果は Bekki, K. & Chiba, M. (2005, MNRAS, 356, 680) に詳しくまとめら
れているので、このレポートでは簡単に重要な結果と力学モデルを記述する。本研究では、まず
最初に SMC および銀河系と力学相互作用を行なっている LMC の軌道を、現在観測されている
LMC の固有運動に整合するように決定した。次に、得られた軌道運動を基に、過去 100億年にわ
たる LMC の化学力学進化を、GRAPE を用いて調べることにした。図１は今回のベストモデル
における、LMC、SMC、銀河系の軌道運動を記述している。このように軌道運動する LMC は、
約 40億年前に SMC および銀河系の潮汐力を非常に強く受け、大規模なスターバーストが誘起さ
れることを GRAPE5 のシミュレーションにより明らかにした。さらに、LMC の薄いディスク
は SMC、銀河系との強い潮汐作用により、力学的に厚いディスクへと進化することも解明した。
球状星団の形成をも追尾可能な我々の新しい数値コードにより、いわゆる“年令ギャップ”問題を
世界で初めて調べあげ、その物理的起源を明らかにした (Bekki, K. et al. 2004, ApJ, 610, L93)。
LMC の過去 50億年における周期的な星形成率の上昇は、長年の大きな謎であったが、本数値研
究はその物理的メカニズムを明らかにした。このように、我々の数値シミュレーションによって、
LMC の力学、化学、光学的特徴に関する多くの問題が、世界で初めて系統的かつ包括的に議論
された。



図 1: （上図）銀河系に対するマゼラン雲 (LMC, SMC)の軌道図。過去１０億年に渡る軌道の様
子が描かれている。（下図）過去約９０億年に渡る、LMCと SMCの間の距離、LMCと銀河系の
間の距離、SMCと銀河系の間の距離の時間変化を示す。このような軌道設定の基に、マゼラン雲
の力学進化を追跡した (Bekki & Chiba 2005 より)。


